
２．お 知 ら せ
〇本日もご一緒に礼拝をお守りできた幸いを感謝いたします。皆々様
のご健康が守られますようにお祈りします。
〇委員会メンバーの募集と夏期特別献金は本日でいったん締め切ります。
〇９月の「聖書日課と祈りのカード」は、受付よりお持ちください。
〇西東京教区だより第６４号が届いています｡どうぞお持ちください｡
〇讃美歌一編のプリントは、受付の箱にお返しください。

３. 集 会 案 内
〇礼拝堂お掃除：礼拝後(除菌シートはビニール袋に密閉してお捨て
ください。)教会貸し出しの交読文なども、有志で除菌しています。
〇教会学校礼拝：１６時～１６時半 出エジプト記２：１１～２５
（以下、今週の集会）
〇聖書研究・祈祷会 ９月３日(木)10：00～11：00 於：礼拝堂

コリントの信徒への手紙一 ６：１～２０
※２日(水)のオンライン聖書研究・祈祷会はお休みです。

聖書 (新約聖書)ルカによる福音書１１：３７～４４(聖書日課)

祈り • コロナウイルスに感染された方々のご快復と、感染症の一日も
早い収束のために。

• 医療従事者の方々のために。
• 世界、日本、家庭、各共同体の平和のために。
• 暑さの中、皆の健康が守られますように。
• ７月豪雨被災地のために。
• 土地・建物資金返済献金(年間目標額: １００万円)をおささげ出

来ますように。
• 教区祈りのカレンダーより祈る教会：五日市伝道所
• 細田隆牧師、創立1945年、現住陪餐19、礼拝出席12、祈祷会出

席ー、ＣＳ出席－、予算343万円。地域にあって、キリストの体
として、福音を伝える役割が果たせますように。信仰の兄弟姉
妹としての新しい方が与えられますように。

２０２０年８月３０日<聖霊降臨節第14主日>
No.

22405(22)

年主題 「み言葉に生きる」

１.礼 拝 順 序

司式・奏楽 加 藤 眞 衣 子 牧 師

前 奏

招 詞

主は彼に言われた。「一体、誰が人間に口を与えたのか。
一体、誰が口を利けないようにし、耳を聞こえないよう
にし、目を見えるようにし、また見えなくするのか。主
なるわたしではないか。さあ、行くがよい。このわたし
があなたの口と共にあって、あなたが語るべきことを教
えよう。 （出エジプト４・１１～１２）

○ 讃 美 歌 一編２４１番（次ページ）

○ 主の祈り （次ページ）

○ 交 読 文 １３ 詩編４６篇 （別冊交読文p.14）

（讃美歌一編交読文p.11）

〇 信仰告白 使徒信条（次ページ）

聖 書 マタイによる福音書１０:１６～２５ (新約p.18)

祈 祷

説 教 ｢蛇のように賢く、鳩のように素直に｣

祈 祷 加藤眞衣子牧師

〇 讃 美 歌 一編５３２番（次ページ）

奉 献 21-６５-2番（一編５４８番）

報 告

〇 頌 栄 21-２９番（一編５４４番）

〇 祝 祷 加藤眞衣子牧師

後 奏

○次週主日礼拝 ９月６日(日)１０時半 聖霊降臨節第15主日
【聖餐式】

「一羽の雀さえも」
マタイによる福音書１０：２６～３３ 説教/加藤眞衣子牧師

招詞・マタイ６：２６ 交読文・１８ 詩編６７篇

讃美歌 21-４９２、21-４８４、21-４６３、21-２９
〇バザー委員会 礼拝後 於：礼拝堂

朝 １０時半
夕 １７時



【主の祈り】
天にまします我らの父よ。願わくは御名（みな）をあがめさせたまえ。御
国（みくに）を来たらせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさ
せたまえ。我らの日用（にちよう）の糧（かて）を今日も与えたまえ。我
らに罪を犯すものを我らが赦（ゆる）すごとく、我らの罪をも赦したまえ。
我らを試（こころ）みにあわせず、悪より救いいだしたまえ。国と力と栄
えとは、限りなく汝(なんじ)のものなればなり。アーメン。

【使徒信条（しとしんじょう）】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信
ず。
我はその独り子、我らの主、
イエス・キリストを信ず。
主は聖霊（せいれい）によりてやどり、
処女(おとめ)マリヤより生れ、
ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、
十字架につけられ、死にて葬られ、陰府
(よみ)にくだり、
三日目に死人のうちよりよみがえり、
天に昇り、全能の父なる神の右に座した
まえり、
かしこより来たりて、
生ける者と死ねる者とを審（さば）きた
まわん。
我は聖霊を信ず、聖なる公同の教会、
聖徒の交わり、罪の赦し(ゆるし)、身体
（からだ）のよみがえり、
永遠(とこしえ)の生命(いのち)を信ず。
アーメン。

一編２４１番
１．みよ、世をこぞり 神にそむく、
み名をおそるる おもいは失せ、
正義と愛は ふみにじられて､
罪と快楽（けらく）は 四方（よも）
にみてリ。

２．神をたのめる み民すらも、
過ぎゆくものに まどわされて、
真理（まこと）をまもる 力はよわく
悪とたたかう そなえもなし。

３．さはあれ神に えらばれたる
聖徒は覚めて あさにゆうに、
みたまのわざを ひたすら求め、
みくにの春を のぞみ待てリ。

４．いのちの神よ､ くだりたまえ、
せきとめられし 河のみずの
はげしき風に ついゆるごとく、
ちからにみちて くだりたまえ。

一編５３２番
１．ひとたびは死にし身も
主によりていま生きぬ
みさかえのかがやきに
つみの雲きえにけり。

（おりかえし）
ひるとなく、よるとなく
主の愛にまもられて、
いつか主にむすばれつ、
世にはなきまじわりよ。

２．主のうけぬこころみも
主の知らぬかなしみも
うつし世にあらじかし、
いずこにもみあと見ゆ。

３．ひるとなく、よるとなく、
主はともにましませば、
いやされぬやまいなく、
さちならぬ禍（まが）もなし。


